
・通学に自転車を利用している学生の参加のもとで、日頃感じている通学路の問題点（危険箇所等）を抽出し、
対策内容を検討することで、より実効性のある対策実施が可能。

↑交通安全対策、マナーアップ対
策、危険箇所マップの作成等により、
学生及び地域住民の交通安全意
識及びマナーの向上も併せて実施

↑通学路（踏切部）の改善の例


